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 金属ナノコロイドは 10nm 以下の金属粒子を界面活性剤や無極性溶媒に分散したもので、導電性

インク、導電性塗料、触媒などの担持材料、バイオセンサーなどに利用されています。シングルナノ

粒子としては、Pt, Pd, Fe, Co, Ni, Cu, Au, Ag, Ge, Sn, In などが知られています。 

ここではこれらの中で最も粒子密度が小さい Ge 粒子試料について、小形超遠心機を用いて分離、濃

縮実験を行いましたので紹介いたします。 

なお、弊社の小形超遠心機は、床置きタイプ CS-GXⅡｼﾘｰｽﾞ(CS150GXⅡ、CS120GXⅡ、

CS100GXⅡ)と卓上タイプ CS150NX の２タイプあり、どちらも以下の遠心条件でご使用いただけます。 

 

１．遠心分離条件 

   遠心機： CS150GXⅡ形分離用小形超遠心機 

   ロータ： S100AT6 形アングルロータ（最大約 5ml x 8 本） 

   遠心管： 5PA シールチューブ（実容量：5.1ml） 

   回転速度： 100,000rpm（最大遠心加速度： 604,000 xg） 

   時間： 7 時間 

   温度： 20℃ 

    試料： Ge 粒子（粒子径：5nm 以下、粒子密度：5.3 g/cm3、㈱新光化学工業所製） 

   サンプル量： 5.1 ml 

 

 

２．実験結果  
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３．解説 

実験結果（前頁の写真）より、粒子径 5nm 以下の Ge 粒子を、約 600,000xg、7 時間の遠心により

沈降させることができました。このことから、他の金属粒子も同様に沈降･濃縮することが可能であ

ると考えます。このように超遠心機は、金属ナノコロイドの分離･精製･濃縮に有効な技術であるこ

とが推測されます。 

 

本実験に使用しました Ge 粒子は、(株)新光化学工業所様からご提供いただきました。㈱新光化

学工業所様の“ナノ粒子金属コロイド”につきましては下記、Web site をご参照ください。 

     URL  http://www.shinkou-kagaku.co.jp/ 
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